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金沢大学経済学部鎗築第６巻第１号１９８５．１２
半分以下になった。しかし他の大陸
諸国は，1929年から31年のあいだに
輸入を増加させた。またそれ以降は
輸入制限がｶﾛえられたにもかかわら
_ず，フランスやベルギーは1930年に
おけるよりも33年においての方が，
より大きな量を輸入している。イギ
リスのパター輸入が大きく増加し，
1928年から33年のあいだにそれが５７
％にもたっしたことは，ヨーロッ
パ全体の輸入が1931年の最高水準か
ら急減するのを阻止している。1932,
33年のイギリスの輸入量は，1928年
以前の世界全体のパター輸入量を凌
駕しているのである。
ヨーロッパのチーズ貿易は，ここ
で検討した他の商品に比較すると，
より安定している。ドイツの1929年
から33年のあいだの輸入減少率が４０
％に近いことが，あらためてこの時
期の目立った特徴であるが，世界の
輸入市場におけるそのシェアは，他
の国々によってあるていど代替され
ている。ベルギーの輸入は増加傾向
にあり，フランスの輸入は，1931年
以降は鋭く下落しているが，それで
も1929年よりは33年の方が輸入量は
多い。
（。）海外の輸出国の状態
ヨーロッパ以外の農業諸国の経済
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現段階における農業保漣主義の高まりについての諸考察（１）（村田）
的困難の原因を，すべて工業諸国による農業保漣に帰することはもちろんあ
やまりであろう。海外の多くの輸出国の現在の経済的状態も，大不況によっ
て引き起こされたエ業原料需要の減退によって大きな影響をこうむっている。
そしてまたあるていどは，これら諸国が資本の国際的移動が事実上停止して
しまっている世界において，債務者としての地位にあることによっても影響
をこうむっている。ヨーロッパ諸国の保謹は，これらの他の影響とともに，
これら諸国と世界の残りの部分との経済関係に重要な変化をもたらした３つ
の主要原因のひとつとされるべきである。
ヨーロッパの農業生産は，これまでの諸表の数値にみられるように，１９２９
年にはじまる極端な保漣主義の時期以前に，拡大しつつあった。生産のこの
拡大は，一部は農産物関税によって与えられた刺激によるものであり，関税
は，すでに指摘したように，1925年以降にますます普及したのである。また
－部は，異常であった終戦直後の状態からの自動的な回復をしめしているの
である。その原因がどうであれ，その結果は農産物の世界貿易の発展を妨げ
ることとなり，1925年から29年のあいだの世界貿易の顕著な全般的拡大があ
りながら，それに農業諸国が十分にあずかることを妨げることになった。
世界貿易量は国際連盟の指数によって計算すると，この間に20％以上も増
加した。しかし，農産物の貿易量は，世界全体の一連の農業国の輸出量指数
で判断すると，この期間に約16％増加したにとどまるのであって8)，しかも
この増加分の大部分は事実上1928年までに実現されていたものである。とこ
ろが，ヨーロッパの工業諸国の輸出は1928～29年の間も，ひきつづき成長し
たのである。
農業国の貿易情勢を問題にするならば，もちろん，貿易数量の変化よりも，
貿易額の変化の方が，ずっと重要である。第20表の数値は，一定のグループ
別に輸入・輸出の総額をしめしている。これによれば，非ヨーロッパ農業国
の輸出額は，1929年以降減退している。他方でその輸入額は，２９年まで一貫
して増加している。その年の輸入額は，1925年より１６％多く，'輸出額では８
％少ない。
1929年までの農業国の輸入の増大一一これについては，もちろん工業製品
の世界貿易の伸びそのものが大きな原因であるカーは，大部分が資本の対
－６３－
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第20豪グループ別輸出・輸入
(100万金ドル）
非ヨーロッパの
農業国ａ
ヨーロッパ工業国
(イギリスを除く北 世イギリス 界
輪入
32,164
32,117
33,764
34,742
35,601
290087
20,818
13,996
12,483
1925
1926
1927
1928
1929
1930
1931
1932
1933
７
６
２
５
４
６
８
９
９
胆
妃
沌
皿
帥
誕
詔
妬
布
０
１
９
９
Ｐ
９
７
９
０
５
４
４
５
４
３
２
１
１
3,776
3,944
４，１８１
４０２２５
４，３８２
3,293
1,964
1,396
１，２１２
８，０３４
７，８２８
８，６１３
9,180
９，４６３
８０１２９
6,282
3,886
3,480
9,723
8,753
10,224
10,573
10,762
9,057
６，７２７
4,632
4,190
3,734
３，１７３
３，４５１
３，５２１
３，５４９
２，７７８
1,772
1,280
１，２１３
３
１
１
３
７
８
５
６
３
岡
蛇
鍋
・
鋼
如
閖
銘
ｍ
ｗ
７
７
９
０
８
、
９
？
９
５
５
５
５
５
４
３
２
２
30,708
29,770
31,378
320839
330040
26,495
18,908
12,926
11,699
(注） ａ、アルゼンチン，オーストラリア，ニュージーランド，英領インド，南アフリカ連邦，カナダ。南アの金地金・金貨輸出入をふくむ，またカナダの国産金地金・金貨輸出をふくむ。
ｂ・ドイツ，フランス，オランダ，ベルギー，イタリア，チェコスロヴァキア，
スウェーデン，スイス，オーストリア。
StatisticalYear-BooksoftheLeagueofNations。(出所）
第21表アメリカ，イギリス，オラン
ダ，スイスにおける外債の発
行1924-28年
（100万ドル）
外借入れによって可能となったもの
である。総数100億ドルに近い外債
が，1924～28年のあいだに世界の４
大資本市場で発行されたが，そのう
ち50億700万ドル，つまり50％以上
はヨーロッパ以外の農業諸国のため
に発行されたものである。それは第
21表のとおりである。
しかしながら，このような豊富な
資本の流入は，ニューヨークでの投
機ブームとフランスの継続的金輸入
の結果である厳しい国際信用の行き
づまりによって，1929年にはストッ
プがかかった。これはそのことだけ
でも，対外借入によって国際収支パ
発行国
非ヨーロッパ農業国
ヨーロッパ展粟国
農業国合計
ヨーロッパエ業国
うちドイツ
日本
アメリ力
工業国合計
その他
総計
金額
5,007
８１６
５，８２３
３，２３３
１，６２４
４００
３８
３，６７１
￣￣￣￣
２３８
9,732ａ
(注）総計にはスイスで1924-25年に
発行されたものを含んでいない。
(出所）Ｖ・ETimoShenko，“World
AgricultureandtheDe-
pression沖，Ｐ、５４。
－６４－
現段階における農業保麹主義の高まりについての諸考察（１）（村田）
ランスをとっていた諸国にとっては，かなりの困難を生みだすものであった
ろう。新規借入ができず，しかもすでに募集していた借款の利息支払いに手
数料を賦課されたために，これらの諸国にとっては，商品やサービスの輸出
増によって，輸入額とのバランスをとるほかになかったのであるが，実際に
はこれらの国にとっての貿易上の地位はひどく悪化していたのである。
世界中の農業生産の増加によって，一連の重要農産物において，過剰生産
の徴候がすでに現われていた。世界の小麦ストックは，1925年８月１日の
1,440万トンから，２８年同日の1,920万トン，２９年同日の2,640万トンに膨れ
あがった。北マニトバNol小麦の価格はウイニペグ市場で，1925年の１ブッ
シェルあたり163％セントという水準から，２９年には133％セントに下落した。
数多くのその他の食用農産物や原料のストックや価格についても，ほぼ同様
の動きであった。
最後に，1929年になると，非ヨーロッパの股も重要な農業諸国で，商品貿
易の黒字が激しく収縮した。その原因の一部はヨーロッパ以外の国々での穀
物凶作と，またそれと同時に起こったヨーロッパの例外的な豊作によってい
る。こうして，農業諸国は厳しい国際収支不均衡に直面することになった。
その一方で，農産物世界市場は不安定な状況にあったために，農業国が金融
危機のショックに耐えるための価格条件を与ええなかったし，収縮する世界
市場への輸出拡大努力を不可能にさせたのである。
これらの国々の金融問題をその結果いっそう激しくさせた価格の急落，そ
して金の大きな流出を経験してのち（第22表参照），その多くは急激に金本
位制の放棄をせまられた。ウルグァイ通貨は，1929年初期に金に対して切り
下げられた。アルゼンチンでは29年12月に為替取引所を閉鎖し，オーストラ
リアが30年はじめに金本位制を離脱し，その夏にはブラジルがこれに続いた。
カナダ通貨も1929年後半に切り下げられたが，３０年には均衡を回復した｡３０
年末には，アルゼンチン，ブラジル，ウルグァイ各国の通貨がいずれも20％
ないしそれ以上切り下げられた。オーストラリアは８％，ニュージーランド
は４％の切り下げだった。さらにその翌年の終りには，アルゼンチンの切り
下げは40％，ブラジルはほとんど50％，ウルグアイは67％の切り下げとなっ
た。オーストラリア・ポンドは英貨ポンド（スターリング）に対して20％切
－６５－
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第22表金地金．金貨の純流出入
｜輔緋赴繍評a）
（100万全ドル）
り下げられたが，これは金
に対しては約47％の切り下
げに相当した。
通貨の切り下げによって
国際収支バランスを回復し
ようとしても，世界価格の
際限のない低落のもとでは
効果がうすかった。その結
果，農業諸国はその輸入を
高率関税によって制限しよ
うとした。工業品関税がこ
れらの国の多くで，1930年，
31年のあいだに急激に引き
あげられた。そのきっかけ
はオーストラリアの1929年
１９２６
１９２７
１９２８
１９２９
１９３０
１９３１
１９３２
１
２
０
５
９
６
７
９
４
１
７
１
２
９
２
１
２
＋
＋
十
＋
＋
＋
(注）ａ・オーストラリア,ニュージーランド､アル
ゼンチン，カナ矢南ア，インドをふくまない
（金貿易はこれらの国については主に商品
貿易としての性格をもっているから)｡しか
し，第20表の場合と同じく，カナダの国内
産金地金・金貨輸出はふくまれている。
(出所）AccountsrelatingtotheTradeand
CommerceofCertainForeignCoun-
triesandBritishCountriesOverseas，
BoardofTrade，1928-33,Canada
Year-Books，AnnuarioCommercio
E?(teriordelaRepublicaArgentina。
後半における関税率改訂であった。
すでにみたヨーロッパの農業保護主義の高まりにたいする反応や，事態の
いっそうの悪化は，おおよそのところ，このようなものであった。海外諸国
の金融事情は，その輸入にたし､する輸出の相対的な伸びや、資本の豊富な流
入によっておおい隠されていた1928年までの不健全な国際収支構造の逆転に
よってのみ改善されうるものであった。しかし，もし世界貿易がこのような
再調整プロセスから打撃をこうむるべきでないとするならば，海外農業諸国
の収支バランスは，その輸入の削減によってではなく，むしろ輸出の拡大に
よって回復がなさるべきであろう。しかしながら，その輸出の増加こそが，
一部は1929年末に世界中で信用制限を発動させることになったデフレーショ
ンと，工業不況が工業原料需要を減少させたために阻害されているのである。
また－部はヨーロッパの輸入諸国によって導入された農業保繊手段によって
阻害されているのである。こうして，農産物価格が下落しつづけているにも
かかわらず，それは農産物にたいする国際的な有効需要の高まりをもたらす
ような刺激とはなっていない。そして，その輸出貿易を農産物に依存してい
－６６－
現段階における農業保餓主義の高まりについての諸考察（１）（村田）
る国々では，工業国からのエ業品の輸入を削減することによってしか，国際
収支バランスをとりえなかったのである。
こうして世界不況の重心は農業国から工業国自体に移動した。不況が移動
した方向については，第20表にしめきれたグループ別の輸出額の変化を比較
すれば，読みとることができる。非ヨーロッパ農業国の輸出は，ヨーロッパ
工業国の輸出よりも，不況の初期にずっと急速に低落した。しかし，1931年
以後はこの傾向が逆転している。同様に，世界貿易の減少額にしめるヨーロ
ッパ工業国の輸出の減少額の割合は，1929年から30年にかけては32％であっ
たが，1930年から31年にかけては37％，３１年から32年にかけては48％になっ
た。輸出の世界全体の低落にしめる割合のうち，非ヨーロッパ農業国による
ものは，1929年から30年にかけては19％であったが，その後は13.9％，そし
て８％と小さくなっている。
主要農業国で工業製品市場が収縮したことについては，国際連盟による国
●●□●●
際貿易統計（1931年，３２年版）の地域別貿易に関する諸表で知ることができ
よう。これらによると，工業国からヨーロッパ以外の農業国への輸出額は，
1928年から32年のあいだに約70％も低落した。ところが絶対額の減少よりも
つと重要なのは，ヨーロッパ以外の農業国向けの工業国の輸出の割合が変化
していることである。エ業国は全体として，1928年よりも1932年には，非ヨ
ーロッパ農業国への輸出額のしめる割合を著しい低下させている。さらに，
この間の非ヨーロッパ農業国の総輸入額の低落幅は，工業国からの輸入の低
落幅よりもかなり小さい。つまり，工業国はその輸出増加分を処分するにめ
に他の市場に依存せざるをえなくなっているだけでなく，工業製品が一般に，
海外の農業国の輸入のなかでしめる割合を低下させているのである。
このような新しい情勢のいまひとつの側面は，これまで主に農業に特化し
てきた国の多くで，エ業化が前進していることである。工業製品にたいする
高率関税によって地方的工業の発展に刺激が与えられていたが，これに加え
て，農産物価格がエ業品価格よりも相対的に激しく下落したことも影響して
いる。このことが農産物の一定の輸出量によって獲得できる輸入工業品の数
量の顕著な減少をもたらしたのであって，ほとんどすべての農業国の交易条
件の著しい悪化をひき起こしたのである。つまり，不況は，一連の農業国で，
-６７－
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多年にわたってすでにはっきりしていたエ業発展を，いっそう加速すること
になった。
たとえば，日本の工業化は，合衆国への生糸輸出の減少の結果，とくに繊
維工業の分野で急速となった。中国も同様に，生糸と茶の輸出の減少によっ
て影響を受け，ここでもとりわけ繊維エ業部門で工業発展が進んでいる。オ
ーストラリアとニュージーランドの羊毛工業が，不況下に急速に成長した。
一方，一定の南アメリカ諸国，とくにチリやペルーでは，繊維その他の工業
がますます重要になっている。同じような発展は，ヨーロッパの農業国のい
くつか，たとえばデンマークやバルカン諸国のいくつかでもみられる。トル
コは，ロシアの例にならって５ヵ年計画を採用しており，とくに綿エ業に重
点がおかれている。
このような例はもっと数多く列挙できよう。それらは，工業国にとっては
潜在的にはきわめて重大な意味をもつであろう広範な傾向をしめしているの
である。低開発地域のエ業化は，もちろんのことながら，あるていどは技術
進歩と知識の伝播の不可避的な結果である。ただし，これは一部は，工業国
自身の農業政策にたし､する，農業国の必然的な回答でもあるのだ。
Ⅳ結鏡
この報告が分析しようとした新しい情勢については，結論として，以下の
ように要約できよう。
(1)ヨーロッパの主要エ業諸国は，1925年以降，農産物商品の国内生産を人
為的な高価格によって刺激しつづけてきた。このような高価格は，消費を拡
大すること，増加した生産を吸収することを阻害している。
(2)高価格水準を維持するために，これら諸国へのより農業的な国からの輸
入が制限されてきた。後者の国々はその生産物を制限された世界市場に押し
こまざるをえず，その結果世界価格は下落し，そして，低価格を埋めあわせ
ようとして生産を拡大する傾向があるから，世界価格はさらに加速度的に下
落することになる。
(3)その結果生じた輸出所得の低落にたいして，農業諸国は国際収支をヨー
ロッパ工業諸国からの工業製品輸入の削減によって調整した（それに加えて，
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多くの場合，通貨切り下げや，またある場合には憤務償還の停止)。
(4)農業国における工業製品の不足は，それらの国の地方工業の発展を刺激
している。これらの地方工業は，今度はヨーロッパのより生産性の高い工業
生産者との競争にたし､する保謹を求めることになり，やがてヨーロッパにと
っての輸出市場を侵す傾向をもっている。つまり，世界市場におけるエ業製
品価格の下落を不可避とする。
(5)不況は，生産性の高い農業生産国にとっては，主要なヨーロッパ工業国
の農産物市場を失わせることとなったが，その結果，不況の最終局面には，
●□●
ヨーロッパの生産性の高い工業国にとって，彼らの農業国での市場ｶｾﾞ失われ
ることによって，世界全体の全般的貧困化を生みだすことになった。
現在の世界恐慌は，多くのさまざまな要因の複合的な結果である。しかし，
世界の回復を確実にすすめるにちがいない方策のひとつは，ヨーロッパの工
業諸国が現在おこなっている強力な農業保識主義を漸進的に緩和することで
あって，それを戦前に支配的であったものとほぼ同程度の制度におきかえる
ことであろう。しかしながら,時間的余裕は与えられていない。時間がたて
ばたつほど，それを根絶するのがますます困難になる特権的な利益を生みだ
し，世界の経済構造のなかに，上に要約したような傾向を打ちこむことにな
る。できるかぎりすみやかに，工業国と農業国のあいだの，商品の生産と交
易のためのより実利にかなった制度をつくりだすことが，明らかにすべての
国の利益にかなっているのである。
(注）
(1)1922年の国の数は，戦後に独立国家としてポーランドが創出されたことにより２１カ
国である。
(2)WorldTradeBarriersiYuRelationtoAmericanAgriculture，Washington，
Seventy-thirdCongress，FirstSession，SenateDocumentNQ70（1933)，ｐ､43゜
(3)cwt．（hundredweight）＝50.80kg。（訳者注）
(4)ドイツ，フランス，イタリア，スウェーデン，ベルギー，チェコスロヴァキア，オ
ランダ，ギリシヤの８ヵ国。
(5)原著では「戦前」となっているが，戦後のまちがいであろう。（訳者注）
(6)ＣａｔｔｌｅａｎｄＢｅｅｆＳｕｗｅｙ，ｐ、257,258゜
(7)ただし，イタリアの数値には牛肉以外の肉もふくむ。
(8)Ｖ・Ｐ・Timoshenko，WorldAgriculturearldtheDepression，ｐ、112,113。
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